
 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 17 日（金）に中央区の、８月１日（土）には鬼津区の福祉ネットワーク推進委員

会会議に参加しました。その中で、生活支援体制整備事業についての説明を行うとともに、

参加された皆さんにアイスブレイク※1を実践していただいたので、そのご報告をします。 

今回は、各人が設問※２を聞いて想像できる風景を思ったままに描いていただきました。

これは、一人ひとりの物の捉え方、考え方や表現の仕方など、違いを体現していただき、 

一人として同じ人はいない、皆さん、違っているということを改めて感じていただけるよ

うに行ったもので、その上で、自分を知ってもらう、相手のことを理解するには、一方的に

話すのではなく、また相手の話を聴くだけでもなく、共に話し合う、「会話」「話し合い」が

いかに大切かを理解していただきました。 

日頃、地域で活動されている皆様の活動を紹介し、理解していただけるよう、私たち生

活支援コーディネーターは、これからも地域の方との話し合いを大切に福祉活動のサポー

トをしていきます。お声掛けいただければ、いつでもお伺いしますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

  

 

※1アイスブレイクとは、会議などで緊張を和らげ、 

グループ討議をスムーズに進行できるように行 

うものです。 

 

※2設問の例 

  ①山から月が覗いています。 

  ②山の前には・・・    など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４号 令和２年８月 

発行：遠賀町社会福祉協議会 

今年度のスローガン！！ 

お互いさまでつながる遠賀 

鬼津区での写真 

中央区での写真 

写真はイメージです。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

延期に 

なりました。 
 

こども食堂 
 

8 月 29 日（土）に予定しておりました

「地域こども食堂」ですが、遠賀町内の新型

コロナウイルスの感染報告（8 月 21 日発

表）を受け、感染拡大を防止するために延期

させていただきます。 

 この取り組みは、長引くコロナの影響で

様々なイベントが中止となっている現状を

鑑み、少しでも地域の元気を取り戻そうと、

遠賀川地区の民生委員児童委員さんや町内

の農家の方々と共同で、広渡校区の皆さんを

手作りカレーでおもてなしをしようと計画

しておりました。 

 開催の 1 週間前に本町での新たな感染報

告を受け、急遽延期ということになりました

が、終息の目途がたちましたら、広渡校区だ

けでなく、島門校区、浅木校区での開催も検

討していきたいので、ご理解、ご支援をよろ

しくお願いいたします。 

フードドライブ 
 

ふれあいの里センター入口にて、フードドライ

ブ（食品の回収）を行っています。ご提供頂き

ました食材は、地域の福祉施設やフードバンク

などに寄付する活動です。 

遠賀町の場合は、生活支援コーディネーター

が調整し、こども食堂でも活用させていただく

予定でした。今後の開催を見据え、ぜひフード

ドライブのご協力をお願いします。 

遠賀町社会福祉協議会（ふれあいの里内） 

☎ 293-0430  FAX 482-8880 

（火～土曜日 8：30～17：15） 


